
2019

日
佑
電
子
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

古 川 賢 一

会    頭
㈲
新
津
清
掃
社

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

前 田 正 実

副 会 頭
北
本
建
設
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

北 本 安 延

副 会 頭
Ｂ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長

今 井 重 朗

常 議 員
㈱
三
新
軒

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

遠 藤 龍 司

常 議 員

越
路
商
事
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

荻 野 構 一

常 議 員
㈱
日
園 

 

相
談
役

片 岡 道 夫

常 議 員
㈱
徳
永
製
作
所

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

川 内 龍 一

東
部
運
送
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

川 﨑 敬 文

常 議 員
㈱
川
名
花
店

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

川 名 一 弘

常 議 員

土
田
石
油
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

土田  裕

㈲
ト
ー
ヨ
ー
カ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

草野  満

常 議 員

副 会 頭
新
津
商
工
会
議
所

田 村 一 夫

専務理事

越
後
天
然
ガ
ス
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

小出  薫

常 議 員

㈱
新
津
自
動
車
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

甲 田 耕 禄

常 議 員常 議 員常 議 員
㈱
諸
橋
工
務
店

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

諸 橋 敏 松

常 議 員
樋
口
鉄
工
建
設
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

樋 口 龍 衛

常 議 員常 議 員

常 議 員
㈱
桝
形
屋

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

横 山 英 男

常 議 員
吉
徳
農
機
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

取
締
役
社
長

吉 田 健 治

常 議 員
㈲
坂
爪
ホ
ン
ダ
販
売 

H
o
n
d
a  

C
a
r
s 

新
津

          

代
表
取
締
役

坂 爪 正 幸

㈲
石
澤
製
作
所

 
 
 
 

　
　

代
表
取
締
役

石 澤 哲 夫

新
潟
富
士
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

伊庭  博

議    員

㈲
押
味
塗
装
店

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

押 味 弘 一

㈱
大
倉
建
設

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

大 倉 一 志

議    員
(振興委員)

神
尾
商
事
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

神 尾 雅 人

神
林
鉄
工
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

神 林 晃 一

議    員

迎 

春
本
年
も
よ
ろ
し
く

      

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

vol.814 にいつホット S t a t i o n 2019.１.１ (2)

議    員
㈲
小
熊 

 

代
表
取
締
役

小熊  隆

議    員議    員
㈱
川
内
自
動
車

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

川 内 敏 夫

議    員議    員

㈱
浄
化
槽
技
術
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

長 橋 幸 好

議    員

小
柳
陽
一
司
法
書
士
事
務
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
長

小 柳 陽 一

常 議 員

議    員
斎
藤
電
機
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

斎藤  剛

議    員
㈱
土
田
商
店

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

土田  篤

議    員
中
仁
住
建 

代
表

中山  仁

㈱
新
潟
エ
コ
テ
ッ
ク

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

齋 藤 嘉 昭

㈱
ロ
ビ
ン
ソ
ン
サ
ー
ビ
ス

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

遠 山 悦 男

議    員

㈱
八
重
電
業
社

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

五十嵐 晃

常 議 員

㈱
小
川
組

 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

加 賀 稔 理

常 議 員
㈱
カ
ワ
マ
ツ

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

川 﨑 貴 樹

常 議 員

加
茂
信
用
金
庫
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

小林  裕

㈱
新
津
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

片野  浩

議    員
㈱
和
光
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

加 藤 克 己

議    員

議    員
新
津
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

藤田  勇

㈲
フ
ラ
ワ
ー
観
光

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

本 望 文 夫

議    員
大
宗
建
設
工
業
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

望月  治

議    員

㈱
北
越
銀
行
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

会 田 恒 夫

議    員

㈱
カ
ネ
ミ
ヤ

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

宮 﨑 祥 郎

議    員

東
北
電
力
㈱

 

新
津
電
力
セ
ン
タ
ー 

所
長鈴 木 高 志

監    事
㈱
第
四
銀
行
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

夏 井 隆 行

監    事

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

三  

村  

明  

夫

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

世
界
経
済
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
８

年
の
経
済
成
長
率
は
プ
ラ
ス
3.7
％
を
維
持
す
る

も
の
の
、
２
０
１
９
年
の
見
通
し
は
プ
ラ
ス
3.9

％
か
ら
プ
ラ
ス
3.7
％
に
下
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
主
に
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護
主

義
的
な
貿
易
政
策
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の

形
で
徐
々
に
具
体
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
り
、
貿
易
摩
擦
が
今
後
さ
ら

に
過
激
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
下
方
修
正
リ
ス

ク
も
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

米
中
貿
易
摩
擦
は
、
今
後
交
渉
の
中
で
部
分

的
な
妥
協
は
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

単
な
る
貿
易
摩
擦
で
は
な
く
、
安
全
保
障
を
含

め
た
最
新
技
術
の
主
導
権
争
い
に
端
を
発
し
た

米
中
間
の
覇
権
争
い
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、

従
っ
て
長
く
続
く
こ
と
を
覚
悟
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
経
済
人
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
残
っ
て
い
く
べ

き
か
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
国
内
情
勢
に
目
を
転
じ
れ

ば
、
依
然
と
し
て
個
人
消
費
に
力
強
さ
を
欠
く

も
の
の
、
経
済
が
引
き
続
き
緩
や
か
な
拡
大
傾

向
を
続
け
る
中
で
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
も
一
昨
年

よ
り
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
賃
金
も
上
昇
を
続
け
て

お
り
、
も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な
い
状
況
に
達
し

た
と
い
え
ま
す
。
今
こ
そ
、
人
手
不
足
・
少
子

高
齢
化
・
低
い
生
産
性
・
地
方
の
疲
弊
な
ど
、

わ
が
国
の
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け
、
生
産

性
の
向
上
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
経
済
政

策
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
の
持

続
可
能
性
の
向
上
と
財
政
健
全
化
に
も
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
秋
に
は
安
倍
総
理

の
３
選
も
決
ま
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
安
定
的

な
政
権
運
営
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。
是
非
と
も

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
さ
せ
、「
足

元
の
安
心
」
か
ら
「
将
来
の
安
心
」
に
よ
り
軸

足
を
移
し
た
経
済
財
政
政
策
の
検
討
と
推
進
を

望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

内
外
情
勢
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
変
化
す
る

中
、
民
間
企
業
も
自
己
変
革
に
取
り
組
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

第
４
次
産
業
革
命
に
お
け
る
技
術
革
新
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
自
ら
の
生
産
性
を
高
め
て
い

く
の
か
、
海
外
市
場
を
自
ら
の
成
長
に
ど
う
結

び
つ
け
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
不
確
実
・
不
透

明
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
企
業
経
営
者
は

目
の
前
の
課
題
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
前

向
き
に
捉
え
、
自
ら
果
敢
に
挑
戦
す
べ
き
時
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
、

地
域
の
経
営
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
変
化
の

波
を
新
た
な
成
長
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
動
き
を

後
押
し
す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
企

業
の
発
展
が
地
域
経
済
社
会
の
発
展
に
つ
な
が

り
、
そ
し
て
日
本
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
り
、
商
工
会
議
所
創
立
か
ら
１

４
０
年
を
経
た
今
こ
そ
、
渋
沢
栄
一
翁
が
述
べ

た
「
公
益
と
私
益
の
両
立
」
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
自
覚
も
新
た
に
活
動
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
、
商
工
会
議
所
が
取
り
組
む
べ
き
も
の

と
し
て
、
以
下
の
課
題
を
掲
げ
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
「
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
生
産

性
向
上
」
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
人
手
不

足
が
中
小
企
業
の
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ
て

い
る
今
、
人
材
の
確
保
・
定
着
や
生
産
性
の
向

上
に
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
女
性
・
高
齢
者
・
外
国
人
な
ど
、
多
様
な
人

材
の
活
用
と
と
も
に
、
業
務
運
営
の
見
直
し
も

含
め
た
働
き
方
改
革
の
推
進
や
、
Ⅰ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
革
新
的
技
術
の
活
用
を

通
じ
て
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
全
企
業
数
の
99.7
％
を
占
め

る
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
な
く
し
て
、
わ
が

国
全
体
の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
成
長
は
不
可

能
で
す
。
す
そ
野
の
広
い
支
援
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
中
小
企
業
の
活
力
強
化
と
地
方

創
生
」
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
経
営
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
基
盤

で
あ
る
中
小
企
業
の
廃
業
数
は
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
。
昨
年
、
事
業
承
継
税
制
が
抜
本
拡
充

さ
れ
た
こ
と
を
テ
コ
に
、
円
滑
な
事
業
承
継
を

支
援
し
、
価
値
あ
る
事
業
の
存
続
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
な
創
業
も
促
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お
い
て
中
核
と
な
る
企

業
の
存
続
と
新
た
な
創
業
は
、
そ
の
ま
ま
地
域

の
活
性
化
と
わ
が
国
の
成
長
に
つ
な
が
る
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。
商
工
会
議
所
は
、
国
の

支
援
施
策
も
フ
ル
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地

方
銀
行
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
引
き
続
き

円
滑
な
事
業
承
継
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月
１
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
」
へ
の
対

応
で
す
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需
要
変

動
に
対
す
る
平
準
化
対
策
に
関
し
て
は
、
取
引

価
格
へ
の
円
滑
な
価
格
転
嫁
が
大
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
中
小
事
業
者
へ
の
十
分
な
配
慮

と
支
援
が
必
要
で
す
。
ま
た
軽
減
税
率
に
関
し

て
は
、
導
入
ま
で
残
り
１
年
を
切
っ
て
い
る
中

で
、
昨
年
９
月
時
点
で
の
日
商
の
調
査
に
よ
る

と
、
多
く
の
事
業
者
が
未
だ
準
備
に
取
り
掛
か

っ
て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

軽
減
税
率
は
日
本
と
し
て
初
め
て
の
経
験
と
な

り
ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
く
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
国
と
の
連
携
を
密

に
し
、
広
報
活
動
や
事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど

に
取
り
組
み
、
事
業
者
の
円
滑
な
対
応
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
春
に
は
天
皇
陛
下
が
ご
譲
位
さ

れ
、「
平
成
」
が
終
わ
り
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
ま
す
。
日
本
商
工
会
議
所
は
「
未
来
を

拓
く
商
工
会
議
所
」
と
し
て
、
全
国
５
１
５
商

工
会
議
所
の
み
な
ら
ず
、
青
年
部
、
女
性
会
と

の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
前
述
の
課

題
解
決
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
企
業
、
地
域
、

ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
持
続
的
成
長
の
実
現
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
抜
粋
）


